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チェコ・ゴシック研究（１） 
──オロモウツと「クシヴァークのピエタ」── 
 
石川 達夫 
 
はじめに 
 
 筆者は、科学研究費補助金を取得して行った「チェコ・バロック研究」の成果をまとめた『プ
ラハのバロック――受難と復活のドラマ』（みすず書房、2015 年、全 320 頁）において、ヨー
ロッパの代表的なバロック都市の一つでありながら知られざるプラハのバロックの全体像を明
らかにし、イタリアやスペインのバロックとは異なるチェコ・バロックの特質と豊かさを示し
た。その際、建築や美術だけでなく、歴史的・社会的・宗教的背景、文学、音楽なども含めて
チェコ・バロック時代の文化と精神を総合的に捉え、そのことによって南方のバロックとの相
違の要因も探った。 
 この研究の過程で、チェコ・バロックが南方のバロックと異なるものとなった大きな要因と
して、チェコの歴史に由来する固有の伝統に関係する三つの要因があることが分かった。第一
は、プラハを神聖ローマ帝国の首都にした神聖ローマ皇帝・チェコ国王カレル（カール）４世
（在位 1346－76 年）の時代を中心に発展したゴシック文化がチェコに強力で広範に根づき、そ
の影響がバロックの時代にまで残ったことである。第二は、カレル４世の次のチェコ国王ヴァー
ツラフ４世（在位 1378－1419 年）の時代に、宗教改革の先駆者ヤン・フス（1370 頃－1415 年）
を中心に始まったチェコの異端的・宗教改革的運動（フス運動）とプロテスタントの精神がチ
ェコにやはり強力で広範に根づき、その伝統がカトリックの対抗宗教改革の時代（つまりバロッ
クの時代）においても根絶されずに作用していたことである。第三は、フス運動と宗教戦争に
阻害されてチェコではルネサンス様式があまり広がらず、ゴシック様式が非常に遅くまで続い
たことである。 
 このため、チェコでは例えばサンティーニ＝アイヘル「聖母マリア被昇天修道院教会」（図 1）
のようにゴシック様式とバロック様式が融合したような独特の建築様式（バロック的ネオ・ゴ
シック様式）や、マティアーシュ・ベルナルト・ブラウン「聖ルトガルディスの幻」（図 2）の
ようにプロテスタント的な緊迫性を持つバロック彫刻が生まれることになったと考えられるの
である。 
 つまり、チェコ・ゴシック文化は、後のバロック時代にも影響を与えてチェコ・バロック文
化に固有の特質の形成を促すほど力に満ち溢れ、影響力の大きなものだったのである。 
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 チェコの民族王朝プシェミスル家のエリシュカを母とし、ルクセンブルク家出身のチェコ国
王ヤン（ヨハネ）を父としてプラハに生まれたカレル（初めの名はヴァーツラフ）は、少年時
代をフランスとイタリアで過ごした後、チェコ王国に帰ると母国の発展に努めた。そして神聖
ローマ皇帝になると、プラハを神聖ローマ帝国の首都にふさわしい都市にしようとして、聖
ヴィート大聖堂（1344 年）やカレル橋（1357 年）の建設、プラハ大学の創設（1348 年）など
の様々な大事業によってプラハを「黄金のプラハ」と呼ばれる壮麗な大都市に変容させると同
時に、フランスとイタリア由来の文化をチェコの伝統に加えた。 
 このようなカレル４世を中心とするゴシック時代の遺産はもちろん、この時代に神聖ローマ
帝国の首都になったプラハに質量共に最も豊かに残っているが、プラハのみならずチェコ各地
に残っている（表１、２参照）。 
 
  
 
図 1 サンティーニ＝アイヘル「聖母マリア被昇
天修道院教会」（1712－26 年、クラドルビ）
 
図 2 マティアーシュ・ベルナルト・ブラウン「聖ル
トガルディスの幻」（1710 年、プラハ、石造彫
刻博物館） 
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表１ プラハの主なゴシック遺産（地区ごと） 
 施設名 地区 施設種類 
1 ヴラヂスラフ・ホール（Vladislavský sál） 城地区 城・ホール 
2 騎士の階段（Jezdecké schody） 城地区 城・階段 
3 火薬塔（ミフルカ）（Prašná věž :Mihulka) 城地区 城・塔 
4 白塔（ダリボルカ）（Bílá věž:Daliborka） 城地区 城・塔 
5 聖ヴィート大聖堂（katedrála sv. Víta） 城地区 大聖堂 
6 聖トマーシュ教会（kostel sv. Tomáše） 小地区 教会 
7 鎖のもとの聖母マリア教会（kostel P. Marie pod řetězem） 小地区 教会 
8 ナ・プラードレの洗礼者ヨハネ教会（kostel svatého Jana Křtitele Na prádle） 小地区 教会 
9 飢えの壁（Hladová zeď） 小地区 壁 
10 カレル橋と橋塔（Karlův most s mosteckými věžemi） 旧市街 橋・塔 
11 聖アンナ教会とドミニコ会修道院（kostel sv. Anny s klášterem dominikánek） 旧市街 教会・修道院 
12 ベツレヘム礼拝堂（Betlémská kaple） 旧市街 礼拝堂 
13 聖イリイー教会（kostel sv. Jilií） 旧市街 教会 
14 旧市街市庁舎（Staroměstská radnice） 旧市街 市庁舎 
15 ティーンの前の聖母マリア教会（kostel P. Marie před týnem） 旧市街 教会 
16 石の鐘の家（dům u kamenného zvonu） 旧市街 市民の家 
17 ティーン（ウンゲルト）（Týn:Ungelt) 旧市街 商業施設 
18 カロリヌムのゴシックの中核部（gotické jádro Karolína） 旧市街 大学 
19 聖ハヴェル教会（kostel sv. Havla） 旧市街 教会 
20 聖ヤクプ教会とフランシスコ会修道院（kostel sv. Jakuba s minoritským klášterem） 旧市街 教会・修道院 
21 聖霊教会（kostel sv. Ducha） 旧市街 教会 
22 旧新シナゴーグ（Staronová synagóga） 旧市街 シナゴーグ 
23 聖アネシュカ修道院（klášter sv. Anežky）（ゴシック作品多数収蔵） 旧市街 修道院・美術館 
24 聖ハシュタル教会（kostel sv. Haštala） 旧市街 教会 
25 聖クリメント教会（kostel sv. Klimenta） 旧市街 教会 
26 聖ペトル教会（kostel sv. Petra） 旧市街 教会 
27 壁の中の聖マルチン教会（kostel sv. Martina ve zdi)  旧市街 教会 
28 火薬門（Prašná brána） 旧市街 塔 
29 聖インドジフ教会（kostel sv. Jindřicha） 新市街 教会 
30 雪の聖母マリア教会とフランシスコ会修道院（kostel P. Marie Sněžné s klášterem františkánů） 新市街 教会 
31 フ・オパトヴィツィーフの聖ミハル教会（kostel sv. Michala v Opatovicích） 新市街 教会 
32 新市街市庁舎（Novoměstská radnice） 新市街 市庁舎 
33 ヴ・イルハージィーフの聖ヴェイチェフ教会（kostel sv. Vojtěcha v Jirchářích） 新市街 教会 
34 ナ・ズデラゼの聖ヴァーツラフ教会（kostel sv. Václava na Zderaze） 新市街 教会 
35 ナ・スロヴァネフの聖母マリア教会とベネディクト会スラヴ修道院 
（kostel P. Marie s klášterem slovanských benediktinů na Slovanech） 
新市街 教会・修道院 
36 ナ・スルピの聖母マリア受胎告知教会と聖母マリア下僕会修道院 
（Kostel Zvěstování Panny Marie Na Slupi s klášterem servitů） 
新市街 教会・修道院 
37 ナ・スルピの聖母マリアと聖カール大帝教会（kostel P. Marie a sv. Karla Velikého na Slupi） 新市街 教会 
38 聖アポリナーシュ教会（kostel sv. Apolináře） 新市街 教会 
39 聖カテジナ教会の塔（věž kostela sv. Kateřiny） 新市街 塔 
40 聖シュチェパーン教会（kostel sv. Štěpána） 新市街 教会 
41 ナ・カルロヴィエの新市街要塞の残り（zbytek novoměstského opevnění na Karlově） 新市街 要塞 
42 インドジフ塔（Jindřišská věž） 新市街 塔 
43 ヴィシェフラットの聖ペトルと聖パヴェル教会（kostel sv. Petra a Pavla na Vyšehradě） 新市街 教会 
44 石造彫刻博物館（Lapidarium）（ゴシック作品多数収蔵） 郊外 博物館 
＊聖人名の表記は、一部を除き原則としてチェコ語式    
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表２ プラハ以外の主なゴシック遺産（教会・修道院・城）（地方ごと） 
 都市 地方 施設名 施設種類 備考 
1 ベヒニェ（Bechyně） ボヘミア フランシスコ会修道院（Minoritský klášter） 修道院  
2 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
3 ボロヴァヌィ（Borovany） ボヘミア ボロヴァヌィ修道院（Klášter Borovany） 修道院  
4 チェスキー・クルムロフ（Český Krumlov） ボヘミア 聖ヴィート教会（Kostel sv. Víta） 教会 世界遺産 
5 ヘプ（Cheb） ボヘミア 聖ミクラーシュ教会（Kostel sv. Mikuláše） 教会  
6 フルヂム（Chrudim） ボヘミア 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
7 フヴァルシヌィ（Chvalšiny） ボヘミア マグダラのマリア教会（Kostel sv. Máří Magdalény） 教会  
8 ドルニー・ドヴォジシチェ（Dolní Dvořiště） ボヘミア 聖イリイー教会（Kostel sv. Jiljí） 教会  
9 ホ ジ ツ ェ ・ ナ ・ シ ュ マ ヴ ィ エ （ Hořice na 
Šumavě） 
ボヘミア 聖カテジナ教会（Kostel sv. Kateřiny） 教会  
10 フラデツ・クラーロヴェー（Hradec Králové） ボヘミア 聖霊大聖堂（Katedrála sv. Ducha） 教会  
11 ヤロムニェシュ（Jaroměř） ボヘミア 聖ミクラーシュ教会（Kostel sv. Mikuláše） 教会  
12 カダニ（Kadaň） ボヘミア フランシスコ会修道院（Františkánský klášter） 修道院  
13 カーヨフ（Kájov ） ボヘミア 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
14 カルルシュテイン（Karlštejn） ボヘミア カルルシュテイン城（Hrad Karlštejn） 城  
15 クラトヴィ（Klatovy） ボヘミア 聖母マリア生誕教会（Kostel Narození Panny Marie） 教会  
16 コリーン（Kolín） ボヘミア 聖バルトロムニェイ教会（Chrám sv. Bartloměje） 教会  
17 コスト（Kost） ボヘミア コスト城（Hrad Kost） 城  
18 クシヴォクラート（Křivoklát） ボヘミア クシヴォクラート城（Hrad Křivoklát） 城  
19 クトナー・ホラ（Kutná Hora） ボヘミア 
 
聖バルボラ大聖堂（Katedrála sv. Barbory） 教会 世界遺産 
20 聖ヤクプ教会（Kostel sv. Jakuba） 教会 
21 ラ デ チ ・ ナ ト ・ サ ー ザ ヴ ォ ウ （ Ledeč nad 
Sázavou） 
ボヘミア 聖ペトルとパヴェル教会（Kostel sv. Petra a Pavla） 教会  
22 ロウヌィ（Louny） ボヘミア 聖ミクラーシュ教会（Kostel sv. Mikuláše ） 教会  
23 ムニェルニーク（Mělník） ボヘミア 聖ペトルとパヴェル教会（Kostel sv. Petra a Pavla） 教会  
24 モスト（Most） ボヘミア 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
25 ネザミスリツェ（Nezamyslice) ボヘミア 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
26 ヌィムブルク（Nymburk） ボヘミア 聖イリイー教会（Kostel sv. Jiljí） 教会  
27 プルゼニ（Plzeň） ボヘミア 聖バルトロムニェイ教会（Kostel sv. Bartloměje） 教会  
28 プラハチツェ（Prachatice） ボヘミア 聖ヤクプ教会（Kostel sv. Jakuba） 教会  
29 セドレツ・ウ・クトネー・ホリ（Sedlec u Kutné 
Hory） 
ボヘミア 聖母マリア被昇天大聖堂（Katedrála Nanebevzetí Panny 
Marie） 
教会  
30 ターボル（Tábor） ボヘミア 山上の主イエスの変容教会（Kostel Proměnění Páně na hoře） 教会  
31 タホフ（Tachov） ボヘミア 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
32 ウースチー・ナド・ラベム（Ústí nad Labem） ボヘミア 聖母マリア被昇天教会（Kostel Nanebevzetí Panny Marie） 教会  
33 ヴィソケー・ミート（Vysoké Mýto） ボヘミア 聖ヴァヴジネツ教会（Kostel sv. Vavřince） 教会  
34 ザートニ(Zátoň） ボヘミア 洗礼者ヨハネ教会（Kostel sv. Jana Křtitele） 教会  
35 ズブラスラフ（Zbraslav） ボヘミア ズブラスラフ修道院（Zbraslavský klášter） 修道院  
36 ブルノ（Brno） モラヴィア 聖ヤクプ教会（Chrám sv. Jakuba） 教会 世界遺産 
 37 古ブルノ修道院（Starobrněnský klášter） 修道院 
38 クロムニェジーシュ（Kroměříž） モラヴィア 聖モジツ教会（Kostel sv. Mořice） 教会 世界遺産 
39 オロモウツ（Olomouc） モラヴィア 聖ヴァーツラフ大聖堂（Katedrála svatého Václava） 教会 世界遺産 
40 聖モジツ教会（Kostel sv. Mořice） 教会 
41 オロモウツ市庁舎（Olomoucká radnice） 市庁舎 
42 大司教区博物館（Arcidiecézní muzeum）（ゴシック作品多数
収蔵） 
宮殿・博物館 
43 ペルンシュテイン（Pernštejn） モラヴィア ペルンシュテイン城（Hrad Pernštejn） 城  
44 ズノイモ（Znojmo） モラヴィア 聖ミクラーシュ教会（Kostel sv. Mikuláše） 教会  
＊聖人名の表記は、一部を除き原則としてチェコ語式 
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例えばプラハと同じくユネスコの世界遺産に登録されているクトナー・ホラにも、聖バルボラ
大聖堂など注目すべきゴシック様式の大建築物が残っている。そして、チェコ・ゴシックの遺
産としてはもちろん建築物だけではなく、この時代にキリスト教の浸透と共に作られた数多く
の彫刻・絵画などもある。中でも特に、一般にゴシック期のヨーロッパで盛んになった聖母マ
リアに献げられた大聖堂と結びついた聖母マリア崇敬の広がりと共に、聖母像（聖母子像と、
それと対極的なピエタ）が盛んに制作されるようになるが、チェコの場合カレル４世が入手し
てプラハの聖ヴィート大聖堂に奉納した聖遺物（磔刑死したイエスの血がついた聖母の衣）な
どが聖母の表象に影響を与え、プラハの工房では多くの聖母像、とりわけピエタが制作された。 
 ピエタは 14 世紀初頭頃にドイツで創出された新しい図像とされるが、「レットゲンのピエタ」
（1300－25 年頃）1 のような初期のグロテスクな像とは異なる美少女の聖母像も現れるように
なり、チェコでは「クシヴァークのピエタ」（1390 年頃）（図 9）と呼ばれる、実年齢に関わら
ない――つまりキリストの死の時点での聖母としては若すぎる――初々しく清らかな少女のイ
メージとその繊細な表現を伴いつつも、無残にもイエスの血にまみれ、自らも赤い血の涙を流
すというグロテスクさもある、注目すべき作品が制作されている。プラハを始めとしてチェコ
各地に豊富に残るゴシックの遺産の中には、バロックほどではないもののチェコ的な特徴をあ
る程度持ったものがあると推測される。 
 筆者は、「チェコ・バロック研究」を承けて再び科学研究費補助金を取得して「チェコ・ゴシッ
ク研究」を始めたが、この研究では、プラハを始めとしてチェコ各地に残る具体的な遺産を実
地調査すると共に、チェコ・ゴシックの文化と精神を総合的に捉え、チェコ・ゴシックの諸作
品に表れている特徴的な表象やモチーフ（例えばピエタと聖母子像など）を通してチェコ・ゴ
シックの特徴を探ろうとする。 
 筆者は既にゴシックの重要な遺産が残るチェコ各地のかなりの町に赴いて、そこに残るゴ
シックの建築物や、教会・修道院・美術館・博物館などに残るゴシックの彫刻・絵画等を調査
し、撮影した。チェコにはゴシックの遺産が残る町は数多いので調査は簡単ではないのだが、
バロックの遺産が都市のみならず農村にまで広がっているのに対して、ゴシック文化は都市中
心に広がったため、農村は調査対象にする必要がなく、都市だけを調査すれば済む。しかも、
ゴシック教会やそこにある造形芸術的作品は、多くの場合、町の中心部にあるので、調査はバ
ロックの遺産ほど難しくはない。 
 本研究の成果公表の第１回となる本稿では、チェコ・ゴシックの注目すべき聖母像が残るモ
ラヴィア地方の都市オロモウツのゴシックの遺産を見ていく。 
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１. バロックとゴシックのオロモウツ 
 
 チェコ共和国は西側のボヘミア地方と東側のモラヴィア地方から成るが、ユネスコの世界遺
産に登録されている古都オロモウツは、モラヴィア地方の中心都市の一つであり、現在ではこ
ぢんまりとした静かで美しい学園都市となっている。 
 町の歴史は古く、７世紀末にはチェコ最古の要塞化されたスラヴ人の居住地が形成され、10
世紀中葉にチェコの民族王朝であるプシェミスル家の支配下に入り、1063 年に司教座が設置さ
れ、1261 年にチェコ国王から特権を与えられるなどして、モラヴィアの中心都市として発展し
ていった。 
 現在ではモラヴィア最大の都市はブルノだが、かつてモラヴィアの「首都」の地位をオロモ
ウツとブルノが争っていて、モラヴィア領邦議会や領邦裁判所は交互にオロモウツとブルノで
開かれていた。そして、カトリック教会の司教座や大学が先にできたオロモウツの方がブルノ
よりも優位にあったのだが、中欧を荒廃させた 30 年戦争（1618－48 年）の時にオロモウツが
没落し、ブルノが政治・行政・司法上の重要さを増して、モラヴィアの「首都」としての地位
を確立した。 
 オロモウツでユネスコの世界遺産に登録された対象は、プラハの旧市街地区のような町の街
区ではなく、珍しいことに、オロモウツの建築家・彫刻家ヴァーツラフ・レンデル（1669－1733
年）その他がカトリック教会の勝利を記念するために制作した、バロック様式の至聖三位一体
柱（1716－54 年）という一つのオブジェクトである。オロモウツには、世界遺産に登録された
この建築的・彫刻的作品を始めとして、「オロモウツ・バロック」とも呼ばれるほど豊かなバロッ
クの遺産が残っている。プラハのカレル大学（1348 年創設）に次いでチェコで二番目に古いパ
ラツキー大学（1573 年創設）が元はイエズス会の学寮だったことや、この町に大司教座教会で
ある聖ヴァーツラフ大聖堂があることからも分かるように、オロモウツはカトリック文化の中
心地の一つでもあり、オロモウツの文化遺産はチェコでプラハに次いで多い。 
 このように、オロモウツには「バロックの町」というイメージがつきまとうが、実はゴシッ
クの遺産にも注目すべきものがあり、プラハと同様に、ゴシックとバロックの遺産の共存がこ
の町の一つの特徴でもある。 
 それではまず、オロモウツに残るゴシック建築から見ていこう。 
 
２. オロモウツのゴシック建築 
 
 一般に数百年という歴史を持つヨーロッパの建築物の中には、後の時代に別の様式で増改築
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が為されて、創建当時の姿をそのままとどめていないものが少なくない。チェコのゴシック建
築の場合は、特にバロック期に増改築が為されて部分的にバロック様式になっているものが多
い。これは、カレル４世を中心とするゴシック期にチェコで建築活動が盛んになったが、その
後の宗教戦争の時代に建築活動が不活発化したり、建築物自体が破壊されたりしたことと関係
がある。チェコ国内の不安定な状況は、最終的に 1648 年に 30 年戦争が終わり、チェコ国内で
プロテスタントの信仰が禁止されてカトリックの信仰のみが許されるようになるまで続き、そ
の後ようやく落ち着いていった。それと共に再び建築活動が活発化し、宗教戦争で破壊された
多数の建築物を含め、多くの建築物がバロック様式で増改築されたり新築されたりしたのであ
る。 
 そしてまた、更に後の 19－20 世紀になってから、しばしば教会建築においてゴシック様式を
模したネオ・ゴシック様式で（特に塔が）増築された。 
 この点で典型的なのは、プラハのゴシック建築の代表格のように思われている聖ヴィート大
聖堂（正式名は聖ヴィート・ヴァーツラフ・ヴォイチェフ大聖堂）（図 3、図 4）である。10 世
紀前半に創建された聖ヴィート・ロトンダ（円形聖堂）を起源とし、特にカレル４世の時代の
1344 年に大司教座教会へと格上げされてゴシック様式での増改築が開始されたこの大聖堂の
塔のうち、南側の塔は 18 世紀にバロック様式で増築されたものであり、西側正面の双塔は 19
世紀末－20 世紀初頭にネオ・ゴシック様式で増築されたものである（東側の後部には元来のゴ
 
図 3 「聖ヴィート大聖堂」南西側（プラハ城内） 
 
図 4 「聖ヴィート大聖堂」東側（プラハ城内） 
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シック様式の多数のフライング・バットレスが見られる）。ゴシック期に開始された増改築が間
もなくフス戦争で停滞し、ずっと後の時代になってから実現されていったのである。 
 
  
 図 5 「聖ヴァーツラフ大聖堂」（オロモウツ） 図 6 「オロモウツ市庁舎」（オロモウツ） 
 
  
 図 7 「聖モジツ教会（外観）」（オロモウツ） 図 8 「聖モジツ教会（内部）」（オロモウツ） 
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 オロモウツの聖ヴァーツラフ大聖堂（通称「ドーム」）（図 5）も同様である。この大聖堂は
12 世紀中葉にロマネクス様式のバシリカとして創建され、13－14 世紀にゴシック様式で増改築
されたが、元々あった３つの塔が 19 世紀初頭に焼失した後、1880－90 年代に増改築が行われ
た際に、聖ヴィート大聖堂に似たネオ・ゴシック様式の尖塔が付けられた。 
 聖ヴァーツラフ大聖堂に次いで重要な聖モジツ教会（図 7、図 8）は、11 世紀にロマネスク
様式のロタンダとして創建されたが、13 世紀中葉にロマネスク・ゴシック様式で増改築され、
15 世紀に塔が付けられ、19 世紀中葉にネオ・ゴシック様式で増改築された。内部はゴシック様
式とバロック様式が共存し、柱から天井へと昇る、尖頭アーチを利用したゴシック的な模様が
特徴的で美しい。堂内には、15 世紀に制作されたゴシック様式の「オリーブ山」という彫刻群2 も
置かれている。 
 ちなみに、この聖モジツ教会は、18 世紀前半に制作された素晴らしいバロック・オルガンが
備え付けられていることでも知られる（毎年この教会で国際オルガン・フェスティバルが開催
される）。それは中欧最大のパイプ・オルガンであり、パイプ数 10,400、ストップ数 135、手鍵
盤数５もあり、その数は、やはり素晴らしいパイプ・オルガンを誇るプラハの聖ヤクプ教会の
それを上回る。この点でも、聖モジツ教会はゴシックとバロックが共存している教会である。 
 そのほか、聖ミハル教会もゴシック時代に建設されたが、戦乱で破壊され、後にバロック様
式で建て替えられた。ゴシック様式の部分は、内部の廊下などに残っている。 
 天文時計が付いたオロモウツ市庁舎（図 6）は、1378 年にモラヴィア辺境伯から市庁舎建設
の許可を得て礎石が置かれ、15 世紀にゴシック様式の建物が完成した。その後ルネサンス様式
およびマニエリスム様式で増改築が行われ、第二次大戦後と 1990 年代にも修復が行われた。 
 
３. オロモウツのゴシック美術 
 
 次に、オロモウツに残るゴシック美術を見てみよう。 
 オロモウツに残るゴシックのキリスト教美術は、主に大司教区博物館（Arcidiecézní muzeum）
に収められているが、とりわけ注目すべき作品が、前述の「クシヴァークのピエタ」（図 9）と
呼ばれる彫刻である。この作品は 1390 年頃にプラハの工房で制作されたものと推定されており、
長年の緻密な修復作業の末 2014 年に蘇った傑作だが、日本では全く知られていない。「クシ
ヴァークのピエタ」という名前は、オロモウツの聖堂参事会員にして聖ヴァーツラフ大聖堂付
きの司教代理も務め、宗教美術の収集に努めて、このピエタを 1951 年に聖ヴァーツラフ大聖堂
に寄進したペトル・クシヴァーク（1885－1953 年）に由来する。 
 聖母が幼子を抱く聖母子像の対極にあり、死んで十字架から下ろされたイエスを膝に抱く聖
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母を形象化したピエタは元々、聖母がヨハネやマグダラのマリアなど他の人物たちと共にイエ
スの死を悼み弔う埋葬の場面を描いた図像から聖母とイエスの二人が（12 世紀頃から）独立し
てくることで生じたものである。それは、贖い主としてのイエスの犠牲や苦しみと、我が子を
犠牲にすることによって人類の贖罪に共同参加した聖母の苦悩を強調するものと言われる。そ
して、死んだイエスの静かな表情とは対照的な聖母の表情は、絶望的な悲嘆から静かな諦念ま
で、様々な悲しみの表情で描かれる3。この点で、ピエタにおける聖母の表情は、その制作者や
時代の解釈と精神を表すものとも言えよう。 
 ピエタは絵画ないし彫刻において 13 世紀末から 14 世紀初頭にヨーロッパ全体に広まるが、
前述の「レットゲンのピエタ」のような「垂直」タイプのピエタに対して、「水平」タイプ（あ
るいは「斜め」タイプ）のピエタが、特に 1370－80 年代にプラハのペトル・パルレーシュ（1332
頃－1399 年）の工房で盛んに制作されるようになる。パルレーシュは、カレル４世自らがプラ
ハに招聘したゴシック期チェコ最大の建築家・彫刻家であった。プラハはいわゆる「国際ゴシッ
ク様式」の中心地の一つでもあったが、1400 年頃に頂点に達する「国際ゴシック様式」のチェ
コ的ヴァリアントにおいて、聖母像は魅惑的な表情とエレガントな構成を特徴とする「美しい
様式」を帯びるようになる。その際重要なことには、それまでのピエタにおいて中年女性とし
て造形されていた聖母が、「美しい様式」においては、この様式の他の聖母像や聖女像と同様に
魅力的な表情をしたうら若い女性として造形されるようになったことである4。 
 更に、「クシヴァークのピエタ」のもう一つの特徴である、聖母の血まみれの衣は、聖遺物崇
 
 
図 9 「クシヴァークのピエタ」（1390 年頃、大司教区博物館、
オロモウツ〔制作はプラハと推定〕） 
 
 
図 10 トシェボニの祭壇のマイスター「ロウド
ニツェの聖母」（1385－90 年頃、プラ
ハ、聖アネシュカ修道院） 
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拝が盛んであったゴシック時代に、前述の、聖遺物の収集にも熱心であったカレル４世が入手
してプラハの聖ヴィート大聖堂に奉納した、イエスの血がついた聖母の衣から影響を受けてい
る可能性が高い。この頃から、イエスの血にまみれた聖母の衣――特に、それまでの聖母の青
い衣に替わって、赤い血を強調する白い衣――という新しいモチーフが広がり始めたのである。
聖母が片手で死んだイエスの体を支え、片手を自分の胸に当てている深い共苦・慈愛の身振り
も、新しいモチーフであった5。そして、「クシヴァークのピエタ」に酷似した「ゼーオン修道
院のピエタ」（バイエルン国立博物館蔵）6 と呼ばれる彫刻も現存するが、後者もやはり 1390 年
代のプラハで制作されたと考えられている7。 
 また、チェコの「美しい様式」の聖母の絵画との共通性も見られる。例えば、チェコ国立美
術館・中世美術分館になっているプラハの聖アネシュカ修道院に数多く残るゴシック時代の聖
母像の中でもひときわ美しく、チェコ的タイプの聖母の代表的な作例とされる「ロウドニツェ
の聖母」（図 10）との共通性が指摘されている（波打つ金髪に縁取りされた聖母の楕円形の顔、
アーモンド形の目、ほっそりした鼻、柔和な顎、魅力的な唇の形、垂れ下がるベールの襞など）。
この絵を描いた「トシェボニの祭壇のマイスター」と呼ばれる画家は「国際ゴシック様式」の
代表的な画家の一人であるが、その作品はチェコの初期の「美しい様式」に強い影響を与え、
その様式とモチーフは絵画から彫刻にまで広まった。「美しい様式」においては、当時の神学的
思想の影響もあって聖母の美しさを精神的な美しさの反映と見なす潮流が発展したが、「ロウド
ニツェの聖母」も「クシヴァークのピエタ」も、そのような潮流に属する作品と見なされる。
そして、聖母を中年女性として造形していたそれまでのピエタとは異なり、聖母のイメージに
おいて「ロウドニツェの聖母」のような美しい聖母子像とピエタとの相違を消し去って、イエ
スの遺骸を抱く聖母を美少女として造形した「クシヴァークのピエタ」は、このタイプのピエ
タの最も初期に属するものと推定される8。 
 広域的な調査によれば、「クシヴァークのピエタ」に酷似した作品は前述の「ゼーオン修道院
のピエタ」しか見つかっていないが、恐らくプラハで制作されたと考えられる類似したピエタ
は両者を含めて約 20 知られていて、それらはチェコ、ドイツ、オーストリア、スイス、ルーマ
ニア、ポーランドという広域に広がっており、それは（カレル４世の出身王朝である）ルクセ
ンブルク家のかつての支配地に重なるという。更に、プラハで制作されたピエタから影響を受
けたと思われるピエタは、スロヴェニア、イタリア、スペインにも見られるという9。ゴシック
時代のプラハが神聖ローマ帝国の首都として発展したことの意味の大きさを、側面から物語る
事実と言えよう。 
 このように見てくると、1370 年代以降のプラハで盛んに制作されるようになった新しいタイ
プのピエタが、「美しい様式」の美学を持つ「国際ゴシック様式」のチェコ的ヴァリアントにお
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ける魅力的な表情をしたうら若い聖母の表象と融合することによって、絶望的な表情の老婆に
も見える聖母を造形した初期ゴシックのグロテスクなピエタから大きく転換して、聖母を美少
女として造形した「クシヴァークのピエタ」のような傑作が生まれたこと、この傑作は、「ロウ
ドニツェの聖母」のような、プラハに数多く残る、若くて美しい聖母像と共通の精神から生ま
れたことが理解されるだろう。 
 聖母マリアの表象は、聖母子像とピエタの違いを超えて、幼子イエスを抱くか磔刑死したイ
エスを抱くかの違いはあれ、また心に喜びを抱くか悲しみを抱くかの違いはあれ、もはや実年
齢に関わらず、内面の美しさを反映した外面の美しさを備え、変わらぬ慈愛を湛えた永遠なる
「乙女（処女）マリア」（Maria Virgo）の表象になったのだと言えよう。「クシヴァークのピエタ」
は、後のルネサンス時代のイタリアで制作されることになる、静かな悲哀の表情を湛えた、うら
若く美しい女性として聖母を造形したミケランジェロ初期の有名なピエタ（1498─1500 年）10 の
遠い予告になっていると言えるかもしれない。 
 
（付記：本稿で使用した写真は、すべて筆者が撮影したものである。） 
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